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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

5/15現在 

父島 

100/100 

母島  

83.6/100 

 

4月気象状況  (父島) 

最高気温 28.6℃ 

最低気温 17.7℃ 

平均気温 22.3℃ 

平均湿度 86％ 

月降水量 35.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(5/1) 

      2,428人 

      父島   母島         

 人口  2,032人  396人 

 世帯  1,224     258 

                   
 

                
 

            

   

◎
文
献
調
査
の
開
始
に
つ
い
て 

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（略
称
：
N

U

M

O
）で
は
、
２
０
２
６
事
業
年
度
事
業
計
画
の
変
更
認

可
申
請
を
経
済
産
業
大
臣
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
５

月
20
日
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
鳥
島
に
お

け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
の
文
献
調

査
実
施
を
追
記
す
る
内
容
で
、
認
可
に
よ
り
文
献
調

査
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
N

U

M

O
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
献
調
査
計
画
書
は
村

役
場
総
務
課
と
母
島
支
所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

   

◎
文
献
調
査
に
関
す
る
説
明
会
、
個
別
説
明
・意
見

交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て 

文
献
調
査
が
開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
村
民
を
対

象
と
し
、
基
本
的
な
内
容
と
専
門
的
な
内
容
の
そ
れ

ぞ
れ
の
説
明
会
等
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
３
月
３
日

の
国
の
申
し
入
れ
以
降
の
経
過
と
文
献
調
査
実
施
計

画
に
つ
い
て
は
同
じ
説
明
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別

の
説
明
・意
見
交
換
会
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ
配
布
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
へ
の
掲
載
に
よ
り
周
知
い
た
し
ま

す
。 

・基
本
的
な
内
容
を
中
心
に
し
た
説
明
会 

 

３
月
に
開
催
し
た
村
民
説
明
会
と
概
ね
同
様
の
説

明
を
実
施
し
ま
す
。 

【予
定
日
時
・場
所
】 

《父
島
》福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

①
６
月
29
日
（月
）午
後
４
時
～ 

 

②
６
月
30
日
（火
）午
後
７
時
～ 

 

《母
島
》村
民
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

①
７
月
１
日
（水
）午
後
２
時
～ 

 

②
７
月
３
日
（金
）午
後
７
時
～ 

 

・専
門
的
な
内
容
を
中
心
に
し
た
説
明
会 

今
後
、
新
た
な
議
論
の
場
を
継
続
的
に
設
け
て
い

く
に
あ
た
り
、
今
回
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や

新
た
な
研
究
開
発
動
向
な
ど
を
中
心
に
説
明
等
を
行

い
ま
す
。 

【予
定
日
時
・場
所
】 

《父
島
》福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

①
６
月
29
日
（月
）午
後
７
時
～ 

 

②
６
月
30
日
（火
）午
後
２
時
～ 

 

《母
島
》村
民
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

① 

７
月
１
日
（水
）午
後
７
時
～ 

 

② 

７
月
２
日
（木
）午
前
10
時
～ 

 

・個
別
説
明
・意
見
交
換
会
（事
前
予
約
制
） 

《父
島
》６
月
27
日
（土
） 

～
６
月
30
日
（火
）実
施
予
定 

《母
島
》７
月
１
日
（水
） 

～
７
月
３
日
（金
）実
施
予
定 

 
 

各
日
の
時
間
設
定
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

企
画
政
策
室 

 ２―

３
１
１
１ 

   

 

燃
料
油
の
高
騰
や
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
て

い
る
村
民
の
皆
さ
ま
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
及
び
消

費
喚
起
を
促
す
こ
と
に
よ
り
村
内
事
業
者
を
支
援
し

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「小
笠
原
村
民
利
用
商
品
券
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。 

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
主
た
る
財
源
と
し
て
、
村
民
一
人
あ
た
り
３

万
円
分
の
商
品
券
「小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン

券(
２
０
２
６)

」を
交
付
し
ま
す
。  

【交
付
対
象
者
】令
和
８
年
６
月
１
日
時
点
で
小
笠
原

村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方 

【交
付
額
】対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円
分 

(

商
品
券
１
千
円×
30
枚) 

【交
付
方
法
】対
象
者
の
住
民
登
録
地
へ
、
６
月
下
旬

に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。 

※
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。 

ご
不
在
の
際
は
、
不
在
連
絡
票
が
投
函
さ
れ
ま
す

の
で
郵
便
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
期
不

在
な
ど
で
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

【利
用
可
能
期
間
】令
和
８
年
７
月
１
日(

水) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
令
和
８
年
12
月
31
日(

木) 

【利
用
可
能
店
舗
等
】 

・商
品
券
と
あ
わ
せ
て
郵
送
す
る
「取
扱
店
一
覧
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

・新
た
に
登
録
さ
れ
る
取
扱
店
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
村
内
掲
示
板(

父
島
：役
場
前 

母
島
：支
所

前)

で
順
次
掲
載
し
ま
す
。 

《掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
》 

h
ttp

s
://w

w
w

.v
ill.o

g
a
s
a
w

a
ra

.to
k
y
o
.jp

/

m
in

n
a
n
o
c
o
u
p
o
n
k
e
n
/ 

 

【そ
の
他
】 

詳
細
は
商
品
券
と
あ
わ
せ
て
郵
送
す
る
案
内
ま
た

は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

                 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 

２―

３
１
１
１ 

 

ＮＯ.７９５ 

令和８年（２０２６) 

 ６/１(月) 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

南
鳥
島
に
お
け
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

地
層
処
分
に
関
す
る
文
献
調
査
に
つ
い
て 

村
内
で
使
え
る
商
品
券
を
お
届
け
し
ま
す 

「
小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券(

２
０
２
６)

」 
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村
内
に
お
い
て
、
「小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ

ン
券(

２
０
２
６)
」を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
取
扱

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【応
募
資
格
】村
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
し
て
い
る

こ
と 

 

※
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。 

【申
込
方
法
】 

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
と
あ
わ
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

※
申
込
書
は
提
出
先
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。 

※
６
月
12
日(

金)

ま
で
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
事

業
者
は
、
商
品
券
配
布
時
に
同
封
す
る
取
扱
店
一
覧

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
お
申
込
み
い
た
だ

い
た
事
業
者
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次

掲
載
し
ま
す
。 

【提
出
先
】産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

【商
品
券
の
換
金
方
法
】 

使
用
さ
れ
た
商
品
券
と
指
定
の
換
金
請
求
書
を
あ

わ
せ
て
、
財
政
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
期
日
を
定
め
、
指
定
の
口
座
に
お
振
込
み
し
ま

す
。 

【換
金
請
求
期
間
】令
和
８
年
７
月
１
日(

水) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
令
和
９
年
１
月
29
日(

金) 

【そ
の
他
】 

本
商
品
券
の
対
象
と
な
ら
な
い
商
品
等
が
あ
り
ま

す
。
申
込
方
法
、
換
金
方
法
と
あ
わ
せ
て
、
詳
細
を
小

笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
   

２―

３
１
１
４ 

    

毎
年
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
る
返
還
祭
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

【父
島
返
還
祭
】６
月
27
日
（土
） 

※
荒
天
の
場
合
翌
日
順
延 

予
備
日
：６
月
28
日
（日
） 

【母
島
返
還
祭
】前
夜
祭
：６
月
27
日
（土
） 

当
夜
祭
：６
月
28
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

（父
島
返
還
祭
に
つ
い
て
）総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

（母
島
返
還
祭
に
つ
い
て
）母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
防
災
訓
練
は
、
こ
れ
ま
で
９
月
１
日
の

防
災
の
日
を
基
準
と
し
、
曜
日
や
定
期
船
お
が
さ
わ

ら
丸
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
考
慮
し
、
実
施
日
を

決
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
村
に
お
け
る

９
月
の
上
旬
は
、
ま
だ
真
夏
の
気
候
で
あ
り
、
訓
練
に

参
加
す
る
村
民
の
熱
中
症
発
症
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い

て
懸
念
が
あ
る
こ
と
と
、
近
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
参

加
者
の
固
定
化
や
参
加
人
数
の
伸
び
悩
み
に
つ
い
て

も
、
暑
い
時
期
で
の
実
施
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
考
え
ら
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
以
降
の
訓
練
の

実
施
日
を
、
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。 

①
訓
練
は
、
毎
年
12
月
１
日
を
基
準
と
し
、
原
則
と

し
て
同
日
以
降
の
平
日
の
う
ち
、
定
期
船
お
が
さ
わ

ら
丸
の
父
島
入
港
日
及
び
父
島
出
港
日
を
除
い
た
日

に
実
施
す
る
。 

②
訓
練
実
施
日
は
、
①
の
原
則
を
踏
ま
え
た
上
で
、

小
笠
原
村
防
災
会
議
に
諮
り
決
定
す
る
。 

③
令
和
８
年
度
の
訓
練
実
施
日
は
、
12
月
２
日
（水
）

と
す
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

     

   

地
震
・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て

く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
を
用

い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
J
ア
ラ
ー
ト
を
次
の
と
お
り
の
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】６
月
３
日
（水
）午
前
11
時
こ
ろ 

 
 
 
 

６
月
17
日
（水
）午
前
10
時
こ
ろ 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

６
月
は
、
村
民
税
・都
民
税
・森
林
環
境
税(

第
１

期)

、
国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保
険

料(

第
１
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月
30
日(

火)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

   

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

  
ご
家
庭
で
使
用
済
み
の
ボ
タ
ン
電
池
や
リ
チ
ウ
ム

電
池
を
捨
て
る
際
は
、
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
て

下
さ
い
。 

【出
し
方
】 

電
池
の
電
極
（プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
）が
、
他
の
電
池

や
金
属
と
触
れ
る
と
シ
ョ
ー
ト
し
、
発
熱
・発
火
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
で
、
電
池
全
体
や
電
極
部
分
を
覆
う
よ
う
に
絶

縁
し
た
上
で
、
「有
害
物
・危
険
物
」の
赤
い
カ
ゴ
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

【対
象
と
な
る
電
池
】 

・ボ
タ
ン
電
池
・コ
イ
ン
型
電
池 

・円
筒
形
リ
チ
ウ
ム
電
池 

・充
電
式
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池 

・モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
（金
具
箇
所
を
絶
縁
） 

※
膨
張
、
破
損
、
発
熱
が
あ
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所

に
移
し
て
か
ら
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

昨
今
の
電
池
製
品
の
多
様
化
や
リ
チ
ウ
ム
電
池
の

全
国
的
な
発
火
事
故
を
受
け
、
本
村
で
も
使
用
済
み

電
池
の
排
出
方
法
を
よ
り
明
確
化
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先  環

境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
      

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

東
京
都
の
水
道
基
本
料
金
無
償
事
業
に
倣
い
、
小

笠
原
村
で
も
水
道
基
本
料
金
を
減
免
し
ま
す
。 

【期
間
】６
月
～
９
月
検
針
分 

【対
象
口
径
】
13
～
25
ミ
リ 

【減
免
額
（税
抜
）】 

・
13
ミ
リ 

９
０
０
円 

・
20
ミ
リ 

１
，
０
０
０
円 

・
25
ミ
リ 

２
，
６
０
０
円 

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 
 

２―

３
１
１
５ 

母
島
支
所 

 
    

３―

２
１
１
１ 

    

ご
み
は
、
必
ず
収
集
日
の
当
日
、
朝
８
時
ま
で
に
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

最
近
、
空
き
缶
や
び
ん
・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
バ
ー
ベ
キ

小
笠
原
村
民
み
ん
な
の
ク
ー
ポ
ン
券 

(
２
０
２
６)

取
扱
事
業
者
募
集
に
つ
い
て 

父
島
返
還
祭
・
母
島
返
還
祭
の
開
催
日 

に
つ
い
て 

小
笠
原
村
防
災
訓
練
の
実
施
日
の
変
更 

に
つ
い
て 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

使
用
済
み
電
池
の
出
し
方 

水
道
基
本
料
金
減
免 

ご
み
は
「
収
集
日
の
当
日
の
朝
８
時
ま
で
に
」

出
し
て
く
だ
さ
い 



 NO．795 令和 8(2026)年 6 月 1日(月)                  編集・発行 小笠原村総務課 

 

-3- 

ュ
ー
ご
み
な
ど
、
ま
と
め
て
夜
間
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

夜
間
や
収
集
日
で
な
い
日
に
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
、

ネ
ズ
ミ
に
荒
ら
さ
れ
た
り
、
ご
み
の
散
乱
や
悪
臭
の

原
因
と
な
る
ほ
か
、
地
域
の
景
観
を
損
ね
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
朝
８
時
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
収

集
ル
ー
ト
の
都
合
に
よ
り
回
収
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

特
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
、
地
域
の
美
し
い
景
観
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
  

 

３―

２
１
１
１ 

    

た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「蚊
の

発
生
防
止
強
化
月
間
」と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
す
。 

デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
蚊
が

媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

■
対
策
の
ポ
イ
ン
ト 

【幼
虫
対
策
】 

・不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
す 

例
：植
木
鉢
の
受
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ 

な
ど 

【成
虫
対
策
】 

・草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
す
る 

・刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、

必
要
に
応
じ
て
虫
避
け
剤
も
活
用 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

  

   

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
集
落
か
ら

離
れ
た
山
域
に
お
け
る
け
が
や
事
故
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
応
急
手
当
セ
ッ
ト
や
救
助
用
品
な
ど
を
収

納
し
た
、
写
真
の
よ
う
な
「緊
急
ボ
ッ
ク
ス
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。 

         
こ
の
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
は
、
非
常
時
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

緊
急
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
と
収
納
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

【設
置
場
所
】 

《父
島
》 

千
尋
岩
ル
ー
ト
・躑
躅
山
ル
ー
ト
分
岐
点 

（通
称:

切
通
し
） 

千
尋
岩
ル
ー
ト
衝
立
山
山
頂
付
近 

（通
信
建
屋
跡
） 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・高
山
ル
ー
ト
分
岐
点 

（ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
側
） 

《母
島
》 

石
門
ル
ー
ト
（ポ
ー
ル
16
と
17
の
間
） 

乳
房
山
（西
ル
ー
ト 

頂
上
側
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
） 

南
崎
（海
岸
手
前
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
手
前
） 

北
港
（休
憩
舎
内
） 

《南
島
》 

 

（タ
コ
ノ
キ
の
下
） 

【収
納
品
（抜
粋
）】 

《救
助
用
品
》負
傷
者
搬
送
用
器
具
、
ロ
ー
プ
、
懐
中

電
灯
、
の
こ
ぎ
り 

な
ど 

《救
急
用
品
》ガ
ー
ゼ
、
三
角
巾
、
消
毒
液
、
ば
ん
そ
う

こ
う
、
と
げ
抜
き 

な
ど 

《そ
の
他
》保
存
水
、
敷
き
マ
ッ
ト 

な
ど 

【注
意
事
項
】 

○
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
の
用
品
を
使
用
し
た
と
き
は
、
必

ず
使
用
簿
に
使
用
し
た
用
品
名
・数
量
な
ど
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
非
常
時
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
方
が
困
り
ま
す
の
で
、
消
耗
品
等
は

緊
急
時
の
み
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

○
用
品
等
を
使
っ
た
後
は
、
収
納
品
を
整
理
し
て
収

め
た
後
、
湿
気
や
虫
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
ボ
ッ

ク
ス
の
上
蓋
を
し
っ
か
り
と
閉
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

（村
役
場 

産
業
観
光
課
内
）  

 
 

２—

３
１
１
４ 

  

出
張
期
間
：４
月
16
日
～
４
月
26
日 

・小
笠
原
を
応
援
す
る
会
出
席 

・東
京
都
町
村
長
会
議
出
席 

・資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
対
し
、
南
鳥
島
に
お
け
る
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
の
文
献
調
査
実
施

の
た
め
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
回
答
文
書
を
提
出 

・赤
松
経
済
産
業
大
臣
と
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分

文
献
調
査
実
施
に
関
す
る
会
談 

・放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
文
献
調
査
に
関
す
る
記

者
会
見 

・厚
生
労
働
省
社
会
援
護
局
と
硫
黄
島
遺
骨
収
集
帰

還
事
業
に
関
す
る
打
合
せ 

・防
衛
省
と
急
患
搬
送
等
輸
送
支
援
に
関
す
る
意
見

交
換 

・国
、
都
及
び
関
係
団
体
と
の
挨
拶
、
意
見
交
換 

等 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

  

母
島
中
ノ
平
に
あ
る
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地

は
、
農
業
者
の
自
立
を
支
援
し
、
農
業
振
興
を
図
る

た
め
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
次
の
と
お
り
就
農

を
希
望
す
る
農
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【応
募
資
格
】次
の
①
～
③
の
条
件
の
す
べ
て
満
た
す

農
業
者 

① 

小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。 

② 

就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
速
や
か
に
母
島
に

居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

③ 

申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業
経

営
の
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
就
農
実
績
が
あ
る

こ
と
、
又
は
３
年
以
上
の
農
作
業
従
事
の
実
績
が
あ

る
こ
と
等
。 

※ 

③
の
就
農
実
績
お
よ
び
農
作
業
従
事
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。 

【募
集
人
数
】３
名 

【募
集
区
画
】 

              

【使
用
料
に
つ
い
て
】 

上
記
使
用
料
と
は
別
に
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
修
繕
等
の
た

め
の
積
立
金
と
園
芸
施
設
共
済
加
入
費
の
負
担
が
必

要
で
す
。 

【使
用
期
間
】原
則
６
年
間
※
別
途
条
件
あ
り 

【応
募
期
間
】６
月
１
日
（月
）～
６
月
15
日
（月
） 

【応
募
方
法
】応
募
書
類
、
募
集
要
項
は
村
役
場
産
業

観
光
課
、
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 

２―

３
１
１
４ 

 

使用料年額（円） 面積（㎡） 区画 

23,880 

19,000 

(合計 42,880) 

1,990 

500 

(合計 2,490) 

露地ほ場  区画 2 

鉄骨ハウス 区画 1 

24,012 

17,328 

(合計 41,340) 

2,001 

456 

(合計 2,457) 

露地ほ場  区画 3 

鉄骨ハウス 区画 2  

23,736 

17,328 

(合計 41,736) 

1,978 

456 

(合計 2,434) 

露地ほ場  区画 1 

鉄骨ハウス 区画 3  

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間 

山
域
の
緊
急
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て 

村
長
出
張
報
告
（
４
月
） 

中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
就
農
者
の
募
集 
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◎
情
報
公
開
制
度 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

令
和
７
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【情
報
公
開
】 

 

《請
求
件
数
》４
件 

【任
意
的
公
開
（簡
易
な
情
報
公
開
）】 

 

《公
開
件
数
》６
件 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

令
和
７
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【請
求
公
開
】０
件 

 
 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係 

 ２―

３
１
１
１ 

  
 

    

【日
時
】６
月
９
日
（火
）午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

〇
今
年
も
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。 

６
月
１
日
（月
）か
ら
７
月
10
日
（金
）の
期
間
中
に
、

申
告
書
の
提
出
及
び
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

（事
業
所
移
転
等
の
理
由
に
よ
り
、
年
度
更
新
の
書
類

が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
主
査
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
） 

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
は
除
き
ま
す
）。 

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
手

続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

〇
６
月
は
全
国
安
全
週
間
の
準
備
期
間
で
す
。 

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
全
国
安
全
週
間

を
実
施
し
て
お
り
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
を
準

備
期
間
と
し
て
お
り
ま
す
。 

各
事
業
場
で
労
働
災
害
減
少
の
た
め
の
取
組
を
実

施
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

■
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「多
様
な
人
材 

全
員
参
加 

み
ん
な
で
育
て
る
安
全

職
場
」 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

 

２―

２
１
０
２ 

   
 

   

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー
ト

専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
50
回
く
ら
し
の
法

律
・税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
相
続
の
相
談
等
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

公
証
人
に
遺
言
な
ど
公
正
証
書
の
相
談
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
作
成
（有
料
）を
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
準
備
が
あ
る
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

《父
島
》 

【日
時
】７
月
９
日
（木
）午
後
６
時
～
８
時 

７
月
10
日
（金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《母
島
》７
月
９
日
（木
）午
後
６
時
～
８
時 

７
月
10
日
（金
）午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
相
談
会
場
以
外
の
出
張
相
談
も
承
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 

０
３—

５
９
１
９―

３
５
３
０ 

  

【実
施
日
程
】６
月
16
日
（火
） 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】６
月
26
日
（金
） 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
） 

   

小
笠
原
村
・株
式
会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
・小
笠

原
支
庁
は
、
「小
笠
原
を
最
も
気
象
観
測
密
度
が
高
い

気
象
Ｄ
Ｘ
先
進
エ
リ
ア
へ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
に
お
い
て
ウ
ェ

ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
独
自
の
Ａ
Ｉ
気
象
モ
デ
ル
と
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
設
置
し
た
気
象
IoT
セ
ン
サ
ー
（ソ
ラ
テ
ナ

Pro
）を
活
用
し
た
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
が
、
小
笠
原
村
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

         

雨
雲
レ
ー
ダ
ー
は
、
10
分
間
隔
・１
㎞
メ
ッ
シ
ュ
で

表
示
さ
れ
、
有
料
版
で
は
30
時
間
、
無
料
版
で
は
３

時
間
先
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
雨
の
降

り
出
し
を
事
前
に
知
ら
せ
る
雨
雲
ア
ラ
ー
ム
が
利
用

で
き
、
今
後
さ
ら
に
、
気
象
デ
ー
タ
の
収
集
・蓄
積
を

通
じ
て
、
気
象
予
測
の
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

小
笠
原
の
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
の
実
装 
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小
笠
原
で
の
暮
ら
し
は
も
ち
ろ
ん
、
出
張
や
旅
行
な

ど
で
島
外
に
出
ら
れ
る
際
に
も
、
天
候
確
認
や
雨
に

備
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

【ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
】 

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
を 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

s
://w

e
a
th

e
rn

e
w

s
.jp

/a
p
p
 

  

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課 

総
務
係  
２―

３
１
１
１ 

支
庁
総
務
課 

行
政
担
当  
２―

３
２
３
０ 

  

◎
ビ
ー
デ
祭
（文
化
祭
） 

【日
時
】６
月
20
日
（土
） 

午
後
１
時
45
分
～
午
後
３
時
45
分 

（開
場 

午
後
１
時
25
分
） 

６
月
21
日
（日
） 

午
前
の
部 

午
前
９
時
30
分
～
正
午 

午
後
の
部 

午
後
１
時
45
分 

～
午
後
４
時
15
分 

【場
所
】小
笠
原
高
等
学
校 

【内
容
】本
校
生
徒
に
よ
る
舞
台
発
表
、
ク
ラ
ス
企
画
、

模
擬
店
、
展
示 

【そ
の
他
】本
校
敷
地
内
に
は
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
車
・バ
イ

ク
で
の
御
来
校
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
飲
食
物
の
ゴ
ミ
は
、
お

持
ち
帰
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

   

◎
イ
ベ
ン
ト
開
催
団
体
の
募
集 

父
島
で
８
月
に
開
催
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
お
い
て
、
自
主
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
方
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
！
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
（既
存
イ
ベ
ン
ト
例
：南
洋
踊
り
体
験
会
、
ウ
ミ

ガ
メ
放
流
会
、
野
外
映
画
会
等
） 

【申
込
締
切
】６
月
15
日
（月
） 

◎
盆
踊
り
・花
火
の
開
催
日
程
に
つ
い
て 

 

盆
踊
り
に
つ
き
ま
し
て
は
８
月
７
日
（金
）、
８
月
８

日
（土
）の
２
日
間
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
花
火
に
つ

き
ま
し
て
は
現
在
調
整
中
で
す
の
で
、
詳
し
い
時
間

等
と
合
わ
せ
て
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２—

２
５
８
７ 

  
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

      

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
予

約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進

課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

 

  

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
（平
成
18
年
条
例
第
９
号
）は
、
島
し
ょ
９
町
村
の

住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
、
情
報
公
開
制
度
の

実
施
状
況
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
７
年
度
の
情
報
公
開
制
度
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

令
和
７
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
情
報

公
開
制
度
実
施
状
況 

開
示
請
求
件
数 

２
件 

開
示
決
定
件
数 

２
件
（一
部
開
示
決
定
を
含
む
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

総
務
課 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

      

７
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】《日
時
》７
月
２
日
（木
）午
後
３
時
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】《日
時
》７
月
２
日
（木
） 

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  

 

２―

３
９
３
９ 

 

母
島
支
所      

 

３―

２
１
１
１ 

   

小
児
科
専
門
医
を
招
い
て
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

【対
象
者
】４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】《日
時
》６
月
28
日
（日
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【母
島
】《日
時
》６
月
26
日
（金
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《場
所
》母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【対
象
者
】お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者 

【日
時
】６
月
22
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

【持
ち
物
】お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【申
し
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】６
月
18
日
（木
） 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

 

  

定
期
予
防
接
種
（
７
月
） 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

育
児
学
級
（
離
乳
食
の
会
）（
父
島
） 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

令
和
７
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務 

組
合
情
報
公
開
制
度
実
施
状
況
の
公
表 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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心
の
不
調
を
抱
え
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
「ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」養
成
講
座
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「困
っ
て
い
る
人
を
見
逃
さ
な
い―

聞
く
こ
と
か
ら
始

め
る
支
援―

」で
す
。 

【対
象
者
】小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方 

【日
時
】６
月
８
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【講
師
】鮒
田
栄
治 

医
師 

（都
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
） 

【会
場
】母
島
村
民
会
館
会
議
室
・地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室 

※
母
島
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
父
島
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
ま
す
。 

【申
し
込
み
】不
要 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所    

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

《定
期
接
種
の
対
象
者
》 

〇
本
助
成
の
対
象
と
な
る
方
は
次
に
該
当
す
る
方
で
、

過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
、
対

象
外
で
す
。 

① 

65
歳
の
方 

② 

60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
。 

《
65
歳
を
超
え
る
方
の
経
過
措
置
》 

〇
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間

は
、
５
歳
ご
と
の
年
齢
（
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
）の
方
も
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

〇
令
和
８
年
度
の
対
象
者
（令
和
８
年
度
中
に
、
次
の

年
齢
に
な
る
方
。
） 

【
65
歳
】昭
和
36
年
４
月
２
日 

～
昭
和
37
年
４
月
１
日
生 

【
70
歳
】昭
和
31
年
４
月
２
日 

～
昭
和
32
年
４
月
１
日
生 

【
75
歳
】昭
和
26
年
４
月
２
日 

～
昭
和
27
年
４
月
１
日
生 

【
80
歳
】昭
和
21
年
４
月
２
日 

～
昭
和
22
年
４
月
１
日
生 

【
85
歳
】昭
和
16
年
４
月
２
日 

～
昭
和
17
年
４
月
１
日
生 

【
90
歳
】昭
和
11
年
４
月
２
日 

～
昭
和
12
年
４
月
１
日
生 

【
95
歳
】昭
和
６
年
４
月
２
日 

～
昭
和
７
年
４
月
１
日
生 

【１
０
０
歳
】昭
和
元
年
４
月
２
日 

～
昭
和
２
年
４
月
１
日
生 

《接
種
ワ
ク
チ
ン
及
び
自
己
負
担
額
》 

シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
（不
活
化
ワ
ク
チ
ン
）・・・２
回
接
種

５
，
９
４
０
円
（１
回
当
た
り
２
，
９
７
０
円
） 

《予
約
方
法
》 

〇
父
島 

※
予
約
制
で
す
。 

診
療
時
間
内
に
、
小
笠
原
村
診
療
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
接
種
日
は
ご
予
約
時
に
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

〇
母
島 

※
予
約
制
で
す
。 

接
種
希
望
の
方
は
母
島
診
療
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

※
内
地
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
予
防
接

種
後
に
申
請
（還
付
）の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
手
続
き
に
は
、
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
母

島
支
所
に
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

・ご
印
鑑 

・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
領
収
書 

・振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所  

 
 

３―

２
１
１
５ 

●
接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

     

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》６
月
29
日
（月
）午
前
９
時
～
11
時
15
分 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
27
日
（土
）午
前
９
時
～
11
時
15
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 

３―

２
１
１
５ 

   

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
時
の
お
願
い 

小
笠
原
海
運
㈱
で
は
保
安
上
の
理
由
に
よ
り
、
お

見
送
り
の
方
の
船
内
立
入
は
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。 

※
高
齢
の
方
や
介
助
が
必
要
な
方
の
荷
物
運
び
を
ご

希
望
の
方
は
事
前
に
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 
◎
６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に
な
い
料
金

は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

  

                              

※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で 

に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
八
丈
島
寄
港
便 

６
月
25
日
東
京
竹
芝
発
～
29
日
父
島
発
の
日
程

で
八
丈
島
寄
港
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
通
常
と
運
航

時
刻
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
乗
船
予
定
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人 学生

62,870 53,790 31,440 (+2,867) 5,310 2,660 4,250

(+13,370) (+11,440) (+6,680) 17,497 (+1,360) (+680) (+1,090)

45,410 36,330 22,710 (+2,669) 6,380 3,190

(+9,660) (+7,730) (+4,830) 16,095 (+1,640) (+820)

34,210 27,370 17,110 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,280) (+5,820) (+3,640) 1,883

30,030 24,030 15,020 (+287)

(+6,390) (+5,110) (+3,200) 1,402 10,197

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,749)

49,250 24,630 31,440 9,559

(+10,470) (+5,240) (+6,680) (+1,639)

31,790 15,900 22,710 8,922

(+6,760) (+3,380) (+4,830) 　※ただし、入港日は午前9時～ (+1,530)

23,950 11,980 17,110 　※昼休：午前11時30分～午後1時 1,021

(+5,090) (+2,550) (+3,640) 　※出港2時間前～出港までは乗船手続 (+175)

21,030 10,520 15,020 　　のみのため当日券以外の販売はい 770

(+4,480) (+2,240) (+3,200) 　　たしません。 (+132)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

6月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
6
3
8
1

‐
5
4
9
9

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
（
定
期
接
種
）

に
つ
い
て 

小
児
科
専
門
診
療 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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25
日
午
前
10
時 

東
京
発 

25
日
午
後
５
時
50
分
頃 

 

八
丈
島
底
土
港
着
・乗
船
後
出
港 

26
日
午
前
10
時
40
分 

父
島
着 

 

29
日
午
後
３
時 
父
島
発 

30
日
午
前
７
時
30
分
頃 

 

八
丈
島
底
土
港
着
・下
船
後
出
港 

30
日
午
後
３
時
40
分 
東
京
着 

※
海
況
不
良
等
で
八
丈
島
に
寄
港
で
き
な
い
場
合
は

各
港
（父
島
・竹
芝
）に
直
行
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

    

毎
年
数
回
、
父
島
に
大
型
客
船
が
来
島
し
、
係
船

ブ
イ
に
係
留
の
う
え
、
通
船
に
よ
り
お
客
様
が
上
陸

し
て
お
り
ま
す
。 

湾
内
に
お
け
る
係
船
ブ
イ
係
留
の
際
に
は
、
客
船

に
台
船
（漁
船
等
）を
固
定
し
、
小
型
船
に
よ
り
通
船

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

近
年
、
大
型
客
船
付
近
を
航
行
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
の
船
舶
の
引
き
波
に
よ
り
、
台
船
に
大
き

な
動
揺
が
生
じ
る
事
案
が
多
発
し
て
お
り
、
大
変
危

険
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（小
型
ボ
ー
ト
で
あ
っ

て
も
大
き
な
引
き
波
が
発
生
い
た
し
ま
す
）。 

主
に
客
船
の
東
側
（境
浦
側
）に
お
い
て
乗
降
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
客
船
と
境
浦
の
間
の
海
域
を
航
行

さ
れ
る
際
は
、
最
徐
行
（ア
イ
ド
リ
ン
グ
）で
の
航
行

を
お
願
い
し
ま
す
。 

事
故
防
止
の
た
め
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

２―

２
４
１
１ 

  

     

世
界
自
然
遺
産
登
録
15
周
年
を
記
念
し
、
父
島
に

て
東
平
視
察
会
を
開
催
し
ま
す
。 

皆
様
に
は
お
な
じ
み
の
東
平
で
す
が
、
今
回
は
ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
入
口
か
ら

初
寝
山
ま
で
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

の
最
前
線
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

さ
ら
に
本
ツ
ア
ー
に
は
、
水
生
生
物
の
専
門
家
も

同
行
し
、
父
島
に
息
づ
く
様
々
な
動
植
物
の
知
ら
れ

ざ
る
魅
力
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

【日
時
】６
月
６
日
（土
）午
前
８
時
～
正
午
頃 

【募
集
締
切
】６
月
５
日
（金
） 

【募
集
人
数
】先
着
18
名
程
度
（事
前
申
込
制
） 

【集
合
・解
散
場
所
】小
笠
原
村
役
場 

【応
募
資
格
】小
笠
原
に
住
所
を
有
す
る
小
学
生
以
上

の
方
（小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

環
境
課 
自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

           

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
詳
細
は
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【場
所
・日
時
】母
島
支
所 

６
月
18
日
（木
）午
前
11
時
～
正
午 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

６
月
19
日
（金
）午
前
８
時
30
分
～
正
午 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

 

０
９
０—

１
６
９
２—

７
６
６
６ 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 

２—

２
２
７
０ 

           

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
・観
光
船
入
港
日 

～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

■
「小
笠
原
諸
島 

返
還
後
の
歩
み
～
当
時
の
様
子
を

振
り
返
る
写
真
展
」（新
館
）開
催
中 

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
小
笠
原
の
住
民
は
強
制
疎

開
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
本
敗
戦
後
、
欧
米
系

島
民
が
帰
島
し
米
軍
の
統
治
下
と
な
り
ま
し
た
。
１

９
６
８
年
に
返
還
さ
れ
た
当
時
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
展
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

  
今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地
（蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
）に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・孵
化
が
終
わ
る
頃

(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内
灯

の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、

お
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

                

●
問
合
せ
先 

 
 

支
庁
土
木
課 

自
然
公
園
担
当 

 

２—

２
１
６
５ 

 
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

大
神
山
公

園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー           

２—

７
１
７
０ 

   

◎
世
界
遺
産
登
録
15
周
年
企
画
展
『し
ま
じ
ま
い
ろ

い
ろ
』 

今
年
６
月
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
15
周
年
を
迎

え
る
小
笠
原
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
小
笠
原
諸
島
を

形
成
す
る
島
々
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
や

生
き
物
、
そ
れ
ら
を
守
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
島

ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
遺
産
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【期
間
】 

６
月
26
日 (

金)

～
８
月
29
日
（土
） 

【開
館
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２—

７
１
７
４ 

大
型
客
船
の
二
見
湾
内
係
留
中
に
お
け
る 

湾
内
航
行
船
舶
操
船
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

村
民
向
け
視
察
会
～
東
平
の
謎
～
の
ご
案
内 

母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る
た
め
に 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
に

て
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【日
時
】６
月
16
日
（火
）午
前
９
時
30
分
～
正
午 

【会
場
】関
東
地
方
環
境
事
務
所
（さ
い
た
ま
市
） 

 
 

小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー 

（小
笠
原
村
父
島
西
町
） 

【会
議
の
議
題
（予
定
）】 

令
和
８
年
度
の
取
組
に
つ
い
て 

他 

【傍
聴
登
録
】 

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
メ
ー
ル
に
て
傍
聴
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。
（※
小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ

ン
タ
ー
で
の
傍
聴
は
申
込
み
不
要
で
す
。
） 

【記
載
事
項
】 

《件
名
》「小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委

員
会
の
傍
聴
登
録
」 

《本
文
》氏
名
、
所
属
名
（個
人
の
場
合
、
所
属
名
は
不

要
で
す
。
） 

【登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】 

 
K

O
E

N
-K

A
N

T
O

@
e
n
v
.g

o
.jp

 

ま
た
はQ

R

コ
ー
ド
読
み
取
り 

【登
録
締
切
】６
月
９
日
（火
）午
後
５
時 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２—

７
１
７
４ 

 

  

５
月
30
日
（ご
み
ゼ
ロ
の
日
）、
６
月
５
日
（環
境
の

日
）、
６
月
８
日
（世
界
海
洋
デ
ー
）を
含
む
５
月
30

日
か
ら
６
月
８
日
を
、
『海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
』強
化

期
間
と
定
め
、
毎
年
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削
減

の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ

ィ
ー
ク
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
父
島
内
４
箇
所
の
ビ

ー
チ
に
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
洲
崎
海
岸
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
作
業
を
行
い
ま
す
。

青
い
ア
イ
テ
ム
を
身
に
つ
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

ぜ
ひ
海
ご
み
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
海
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置 

【設
置
期
間
】６
月
８
日
（月
）ま
で 

【場
所
】宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
製
氷
海
岸
、
扇
浦
海
岸 

◎
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
in
洲
崎 

【日
時
】６
月
７
日
（日
） 

午
前
９
時
～
正
午 

（悪
天
時
は
６
月
13
日
に
延
期
） 

【場
所
】洲
崎
海
岸
（現
地
集
合
、
事
前
申
込
不
要
） 

※
移
動
手
段
の
な
い
方
、
場
所
が
分
か
ら
な
い
方
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【持
ち
物
】帽
子
、
飲
み
物
、
軍
手 

※
ご
み
袋
は
会
場
で
お
渡
し
す
る
の
で
不
要
で
す
。 

【共
催
】環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、
小
笠

原
海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村 

【協
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

【そ
の
他
】集
積
し
た
海
ご
み
は
回
収
し
て
分
別
し
ま

す
。
回
収
量
や
ゴ
ミ
の
種
類
な
ど
の
結
果
は
、
村
民
だ

よ
り
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所    

２—

７
１
７
４ 

  

 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
・そ
の

周
辺
山
域
（
住
宅
地
・
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く
。
）。
※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

６
月
４
日
（木
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

６
月
５
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
７
日
（日) 

④
時
雨
山
指
定
ル
ー
ト 

６
月
12
日
（金
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
13
日
（土
） 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
19
日
（金
） 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

６
月
24
日
（水
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

６
月
25
日
（木
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

６
月
26
日
（金) 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

           
※
今
年
度
か
ら
防
災
無
線
で
の
周
知
は
行
わ
な
い
予

定
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

支
庁
土
木
課 

自
然
環
境
担
当 

２―

２
１
６
７ 

 

 

シ
ソ
科
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
属
は
、
小
笠
原
で
適
応

放
散
的
種
分
化
を
遂
げ
た
代
表
例
の
１
つ
で
す
。
３

つ
の
固
有
種
、
オ
オ
バ
シ
マ
ム
ラ
サ
キ
、
シ
マ
ム
ラ
サ
キ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ
は
、
父
島
列
島
の
湿
性
高
木
林
、

乾
性
低
木
林
、
乾
性
型
矮
低
木
林
に
そ
れ
ぞ
れ
棲
み

分
け
て
生
育
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
他
の
列
島
に
は

オ
オ
バ
シ
マ
ム
ラ
サ
キ
の
み
が
分
布
す
る
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
母
島
列
島
の
オ
オ
バ
シ

マ
ム
ラ
サ
キ
は
形
態
的
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

母
島
列
島
の
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
属
に
つ
い
て
、
網
羅

的
か
つ
長
期
に
渡
る
野
外
調
査
を
行
い
、
合
わ
せ
て

葉
の
大
き
さ
や
形
な
ど
の
計
測
、
遺
伝
子
解
析
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
研
究
を
踏

ま
え
て
、
従
来
オ
オ
バ
シ
マ
ム
ラ
サ
キ
１
種
と
さ
れ
て

き
た
も
の
を
、
４
つ
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

２
つ
の
新
種
「オ
ガ
サ
ワ
ラ
ム
ラ
サ
キ
（Ca

llic
a
rp

a
 

o
g
a
sa

w
a
re

n
sis

）
」
、
「
ハ
ハ
ジ
マ
ム
ラ
サ
キ

（Ca
llic

a
rp

a
 h

a
h
a
jim

e
n
sis

）」と
、
１
つ
の
自

然
交
雑
種
「
チ
ブ
サ
シ
マ
ム
ラ
サ
キ
（Ca

llic
a
rp

a
 

×
c
h
ib
u
se

n
sis

）」を
命
名
し
、
発
表
し
ま
し
た
。 

今
回
の
新
種
命
名
に
よ
り
、
小
笠
原
固
有
の
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
属
は
５
種
１
自
然
雑
種
に
整
理
さ
れ
、

小
笠
原
の
樹
木
種
の
中
で
最
も
多
く
の
分
類
群
数
を

も
つ
属
と
な
り
ま
し
た
。
母
島
の
新
夕
日
ヶ
丘
に
は
４

分
類
群
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
解
説
版
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
乳
房
山
や
新
夕
日
ヶ
丘
に
行
っ
た
際
に
は
、

新
し
く
小
笠
原
の
固
有
種
に
仲
間
入
り
し
た
ム
ラ
サ

キ
シ
キ
ブ
属
を
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
参
照
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

島
根
大
学 

須
貝
杏
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
５
２-

３
２-

６
４
２
８ 

   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
301 

―

産
卵
シ
ー
ズ
ン
到
来―

 

島
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
何
件
か
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

上
陸
跡
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
４
月
22

日
に
今
年
初
の
産
卵
を
コ
ペ
ペ
海
岸
で
確
認
し
ま
し

海ごみゼロウィーク 

の取組はこちら↓ 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
６
（
海
岸
清
掃
） 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除
に
伴
う 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め
に
つ
い
て 

母
島
列
島
で
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
属
の
新
種
２
種
と 

自
然
交
雑
種
を
報
告 

「
令
和
８
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島
世
界 

自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
」
の
開
催
に
つ
い
て 
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た
。 と

こ
ろ
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
性
別
は
ど
の
よ
う
に
決
ま

る
の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
実
は
砂
浜
で
卵
が
産

み
落
と
さ
れ
た
段
階
で
は
ま
だ
性
別
は
決
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
卵
が
孵
化
す
る
ま
で
の
巣
の

砂
中
温
度
で
性
別
が
決
定
す
る
「温
度
依
存
型
性
決

定
」と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
の
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
の
場
合
は
、
砂
中
温
度
が
２
９
．４
度
以
下

だ
と
オ
ス
、
３
０
．３
度
以
上
だ
と
メ
ス
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
ウ
ミ
ガ

メ
の
性
比
が
メ
ス
に
偏
っ
て
し
ま
う
地
域
が
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
笠
原
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
海
岸
が
多
数
点
在
し
、
海
岸
ご
と
で
砂
質
の
違

い
や
植
生
の
有
無
な
ど
多
様
な
産
卵
環
境
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
温
暖
化
に
伴
う
性
比
の
偏
り
が
生

じ
に
く
い
可
能
性
が
東
京
海
洋
大
学
と
の
共
同
研
究

か
ら
示
唆
さ
れ
ま
し
た
（Su

g
im

o
to

 
e
t 

a
l., 

2
0
2
5

）。
世
界
各
地
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
性
比
が
メ
ス
に

偏
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
高
ま
る
中
、
多
様
性
に
富
ん

だ
小
笠
原
の
海
岸
環
境
を
、
今
後
も
維
持
し
続
け
る

こ
と
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
全
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。  

こ
れ
か
ら
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
産
卵
に
や
っ
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い
ま

し
た
ら
、
優
し
い
観
察
の
仕
方
①
～
③
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。 

① 

「ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」 

 
 

産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
照
ら
す
と
、
驚

い
て
海
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
は
ご
自
身
の

足
元
の
み
照
ら
し
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
も
オ
フ
に

し
ま
し
ょ
う
。 

② 

「ウ
ミ
ガ
メ
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
」 

 
 

も
し
ウ
ミ
ガ
メ
の
視
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ

の
場
か
ら
動
か
ず
、
カ
メ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
、

少
し
離
れ
て
後
ろ
か
ら
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

③ 

「ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」 

 
 

ウ
ミ
ガ
メ
は
野
生
の
生
き
物
で
す
。
興
味
本
位
で

触
れ
た
り
、
卵
を
掘
り
返
す
行
為
な
ど
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。 

●
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
道
路
に

出
て
し
ま
っ
た
り
、
海
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
や
衰
弱
死
に
繋
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２—

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ

ー) 

 
「
２
０
２
５
／
２
６
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
っ
て
」 

昨
年
10
月
27
日
、
父
島
西
沖
で
１
頭
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
合
図
に
、
２
０
２
５
／

２
６
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
小
笠
原
で
最
も
有
名
な
「モ
ッ
チ
ー

ニ
」や
、
２
０
２
０
年
以
降
３
年
ご
と
に
出
産
が
確
認

さ
れ
て
い
る
「ノ
ア
」が
、
新
生
児
を
連
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。
彼
女
た
ち
以
外
に
も
、
毎
年

12

月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て
実
施
し
て
い
る
ウ
ェ
ザ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
で
の
毎
朝
の
定
点
目
視
観

測
で
は
、
30
分
間
で
最
多
５
組
の
親
子
を
確
認
し
た

日
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ス
を
め
ぐ
り
、
時
に
は

10
頭
を
超
え
る
オ
ス
た
ち
に
よ
る
競
争
集
団
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
小
笠
原
が
ク
ジ
ラ
た
ち

に
と
っ
て
重
要
な
繁
殖
海
域
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
た
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

で
は
、
そ
ん
な
今
シ
ー
ズ
ン
は
ど
の
よ
う
な
来
遊

状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
定
点
目
視
観
測
の
半
月

ご
と
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
と
と
も

に
振
り
返
る
と
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ク
ジ
ラ
が
多
く
見

ら
れ
る
時
期
が
例
年
よ
り
長
く
続
い
た
と
い
え
そ
う

で
す
。
具
体
的
に
は
、
平
均
発
見
頭
数
が
20
頭
を
超

え
る
時
期
が
２
か
月
半
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
調
査
を
実
施
し
て
き
た
中
で
も
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
シ
ー
ズ
ン
序
盤
か
ら
来
遊
状
況
の
推
移
を
見

て
い
く
と
、
12
月
前
半
の
平
均
発
見
頭
数
は
１
頭
に

満
た
な
い
状
況
で
し
た
が
、
後
半
に
は
約
２
頭
ま
で

順
調
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
月
前
半
か
ら
２

月
前
半
に
か
け
て
、
平
均
発
見
頭
数
は
約
12
頭
か
ら

約
27
頭
ま
で
急
増
し
、
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。 

２
月
後
半
も
発
見
頭
数
は
約
27
頭
を
維
持
し
、
３

月
前
半
は
約
24
頭
、
３
月
後
半
も
約
22
頭
を
記
録

す
る
な
ど
、
ピ
ー
ク
後
に
お
け
る
減
少
は
緩
や
か
で

し
た
。
そ
の
後
、
４
月
前
半
は
平
均
12
頭
程
度
、
４
月

後
半
は
平
均
約
８
頭
と
減
少
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
発

見
頭
数
は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
を
上
回
る
水
準
で
推
移

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
５
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
前
半
ま

で
に
観
測
を
実
施
で
き
た
計
９
日
の
う
ち
、
７
日
間

で
ク
ジ
ラ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

              
さ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

や
沖
合
域
で
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。
海
へ
遊
び
に
出
か
け
ら
れ
る
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
安
全
に
ご
注
意
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
を
観
察
す

る
際
の
自
主
ル
ー
ル
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）  

 
 
 

２―

３
２
１
５ 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ 

第
百
三
十
二
貝
「
マ
イ
マ
イ
長
寿
番
付
」 

 

マ
イ
マ
イ
の
寿
命
に
つ
い
て
本
コ
ー
ナ
ー
で
触
れ
た

の
は
第
三
十
九
貝
の
こ
と
。
そ
の
際
は
、
自
身
の
過
去

の
飼
育
経
験
か
ら
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属
の
寿
命
を
「少
な

く
と
も
七
年
以
上
」と
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
八
年
が
経

っ
た
こ
の
春
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
中

の
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
２
匹
が
、
な
ん
と
十
歳
を

迎
え
た
。
飼
育
下
で
の
平
均
的
な
寿
命
は
４
，
５
年
程

度
、
野
生
下
で
は
も
っ
と
短
命
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

か
な
り
長
寿
と
言
え
よ
う
。
こ
う
な
っ
た
ら
ギ
ネ
ス

と
か
狙
っ
て
欲
し
い
。 

と
こ
ろ
で
国
内
外
の
長
寿
マ
イ
マ
イ
記
録
は
ど
ん

な
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
「比
較

的
長
寿
」で
知
ら
れ
る
キ
セ
ル
ガ
イ
科
の
ナ
ミ
コ
ギ
セ

ル
を
十
五
年
飼
育
し
た
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
野
外
で
成
貝
を
採
取
し
て
か
ら
十
五
年
で
あ
り
、

死
因
も
不
注
意
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
実
際

に
は
も
っ
と
長
生
き
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
エ
ス

カ
ル
ゴ
で
お
馴
染
み
の
リ
ン
ゴ
マ
イ
マ
イ
は
二
十
年
程

度
は
生
き
る
と
さ
れ
、
最
長
記
録
は
三
十
五
年
と
い

う
驚
異
の
数
字
が
出
て
き
た
。 

い
ず
れ
の
情
報
も
出
典
が
や
や
曖
昧
で
は
あ
る
が
、

と
も
あ
れ
、
二
桁
の
大
台
に
の
っ
た
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ

イ
マ
イ
達
に
は
、
是
非
と
も
二
十
歳
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

       

 

【文
】環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

和
田
慎
一

郎
【イ
ラ
ス
ト
】小
野
恵 



軽自動車税の減免申請締切 出港日
固定資産税（第１期）および軽自動車税の納期締切 行政相談所の開設

海ごみ回収ボックスの設置（～８日） 令和８年度第１回小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会

入港日 耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～21日)
防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

出港日 育児学級（離乳食の会）（父島）申込締切

防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験 母島巡回ペット診療・相談（～19日）

村民と議員の懇談会(母島)(～5日) シロアリ対策期間中の無料点検申込締切

定期予防接種 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除

父島上級救命講習会受講者募集締切 入港日

都ノヤギ排除 ビーデ祭（文化祭）（～21日）

村民向け視察会～東平の謎～申込締切

村民向け視察会～東平の謎～

入港日 育児学級（離乳食の会）（父島）

東京三弁護士会による法律相談(母島)

ビーチクリーンin洲崎

都ノヤギ排除

東京三弁護士会による法律相談(父島) 出港日

産科・婦人科専門診療（父島）（～11日）

ゲートキーパー養成講座

母島巡回労働相談 都ノヤギ排除

出港日 都ノヤギ排除

奥村宅地分譲の二次募集締切

入港日
世界遺産登録15周年企画展『しまじまいろいろ』(～8/29)

電話による無料法律相談・都ノヤギ排除

乳幼児健診・歯科健診（母島）

都ノヤギ排除 父島返還祭

母島返還祭前夜祭

小児科専門診療（母島）

入港日 母島返還祭当夜祭

産科・婦人科専門診療（母島） 乳幼児健診・歯科健診（父島）

都ノヤギ排除

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(～15日) 出港日
南鳥島の文献調査に関する説明会（父島）（～30日）

小児科専門診療（父島）

中ノ平自立支援農業団地就農者の募集締切

小笠原サマーフェスティバルイベント開催団体申込締切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日 (開館時間：午後２:30～５:00)

30 火15 月
村民税・都民税・森林環境税(第１期)、国民健康保険
税(第１期)および介護保険料(第１期)納付締切

28 日

日 29 月14

13

12 金

土

27 土

11 木 26 金

10 水 25 木

9 火 24 水

8 月 23 火

7 日 22 月

6 土 21 日

5 金 20 土

4 木 19 金

3 水 18 木

火 17 水

1 月 16 火

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　１日・３日・５日・８日・1０日・1２日・1５日・1７日・１９日・2２日・2４日・2６日・２９日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2

小笠原村日本
復帰記念の日

6月のカレンダー

※10:40着(八丈寄港便)

(八丈寄港便)


